FOOD　ACTION　NIPPON調査結果

加賀谷　淳

＜参考URL＞

公式HP http://syokuryo.jp/index.html
2009年度FAN推進計画 http://syokuryo.jp/fan-activity-log/upload/log090512-1.pdf
活動報告(5月) http://syokuryo.jp/fan-activity-log/2009/05/2009food-action-nippon-2.html
その他農水省 http://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/anpo/081007.html
＜はじまり＞

2008年10月　農林水産省から設立、活動を開始

＜目標＞

平成27年度までに食料自給率45％へ

【目標達成のための具体的な施策】具体的には２～３P

1、 顕彰制度・認証制度

2、 WEB施策

3、 ポイント制度

【その他のアクション】具体的には４P

上の３本柱を軸に、その他の食料自給率向上のためのアクションを３つに分類

1、 普及拡大アクション…直接的に自給率向上に寄与、時期に集中

2、 戦略育成アクション…継続的な取組みにより需要拡大へ、年間を通して

3、 推進パートナー携提…企業・地方自治体や地域との提携

＜一番最後にかがやの考察もあるよ！＞

【目標達成のための具体的な施策】

１，顕彰制度・認証制度
· 優良取組みの表彰

· 商品へのマーク露出

顕彰制度（自給率向上に向け、優良な取組みを行う企業や団体の表彰）や認証制度（商品へのマークの露出）といった国産農産物消費拡大に向けた新しい取組みへの試みを開始し、国民の皆様及び関連する企業の方々の“自分ごと化”を促進してゆく計画。

顕彰事業
→現在具体的に動き始めている。

目的：

1 消費者、企業・団体への啓発広報の機会として様々な場で活用し、それを通して社会的に広く食料自給率工場活動を称揚する機運を高める。

2 顕彰された企業・団体に、「顕彰された商品購入の伸長」「企業ブランドイメージの向上」などの具体的なメリットをもたらし、食料自給率向上に寄与する活動を一層促進する。
方法：

1 部門ごとに、食料自給率向上への貢献の顕彰を募集＜７～８月＞　　　　　　　　　　　

→プロダクト部門（消費者向け商品を扱う企業）

フードシステム部門（販売・流通に関わる企業）

コミュニケーション部門（マーケティングや啓発活動に関わる企業）

R&D部門（技術開発に関わる企業）

2 審査＜９～10月＞

3 表彰＜11月＞

①～③の過程で、FANの活動を広く広告宣伝する。

認証事業
　→顕彰事業とは異なり、まだ試行錯誤の段階である。

基本方針：FAN運動を国民に周知・理解してもらうため、マークの露出拡大を行なう
具体的施策案：

1、 “商品”を認証するのではなく、“運動“を認証としての位置づけでスタート

2、 企業からの“自己申告制”をベースに、企業の負担軽減と、事業の機動力アップ

3、 本年度キャンぺーンテーマに合致する商品を積極認証し、話題性・参加メリット拡大

4、 2009年度の活動性かにもとづいて、今後の運動認証基準・審査法などを再検討
２、WEB試作

· 自給率計算ソフト

· HPの充実

自給率計算ソフト「けいさん！こくさん！」→http://syokuryo.jp/keisan/#/welcome
HPの充実
· 自給率アップのための料理レシピ

· 道の駅でのご当地食品掲載

· FOOD　ACTION　KIDS

· イベント情報

· FANクラブ会員に向けたメルマガ（→まだ届いてないので分からない）

３、ポイント施策

· 2009年２月～３月にかけて試行実験→実験結果をもとに積極的な再検討の段階

（第10回の共有ドキュメントにのせているので、そちらで確認お願いします。）

【その他のアクション】

１、普及拡大アクション

集中キャンペーンの展開

· 夏：野菜…取れたての野菜を作ってみよう、旬の野菜を選んでみよう、など

· 秋：米…おにぎり弁当を食べよう、オリジナルどんぶりを食べよう、など

· 冬：魚…冬のぶりしゃぶを食べよう、初ガツオを食べよう、など

これらのキャンペーンに応援団のPR（著名人が任命されている）を合わせて、消費者に刺激を与えていこうという動き

２、戦略育成アクション
· 米粉

· 国産小麦・国産大豆・菜種油

· 食べ残し

· 体験

３、推進パートナー提携

· 企業との連携施策：

集中キャンペーン（１の普及拡大アクション）を促進するために、関係する推進パートナーとの連携を図ると共に企業の主体的な取り組みを促すことにより、運動を永続的に盛り上げる

· 地域・自治体との連携施策：

自治体、旅館、ホテル、道の駅等、地域に根ざした推進パートナーとの連携により、地域での意識啓発・行動喚起をもたらす
＜かがやの考察＞

以上が、今回の調査をまとめてみたものです。詳しくは、資料を印刷してはあるので、言ってくれればいろいろ詳しく説明したいとは思います。とにかく、自給率を上げようって言うのがこの団体の趣旨で、金融に結びつけるには…やはりポイント制度を活用するしかなさそうでありますね。ポイント制度の実施の実験の点においても、かなり改善点はあると思うので、この実験結果を挙げた上で、win-win-winのポイント制度の提案をすれば良いかと思われます。

で、あとこのFANの活動についての効果や成果、批評などについてネット上を探してみたのですが、まだ始まって間もないので、鋭い批評については特に見受けられませんでした。だから、実際だめな団体と言うこともできないし、ブログなどでは比較的好印象な意見も多かったし、この団体の存在意義については、まだ今の段階では是非をつけがたい部分ではあります。

それから、FANの会員になったものの、一週間ではとくにメルマガなどはきていません。そこに関して付け加えると、マイページはあるもののその存在意義もよくわからないし、特に会員だから徳をするといったものを感じることができませんでした。ちなみに私は4716番めの会員だそうです。会員制度は、ポイント制度などとうまく絡めていけば普及していくとは思いますが。以上。

